
 

 

FISC 地区別セミナー 名古屋 

開催のご案内 
 

 地区別セミナーは、当センターにおける調査研究内容等に基づき講演テーマを選定し、全国各地で講演させて

いただいております。 

 この度、名古屋にて開催をいたします。この機会に是非ご参加賜りますようご案内申し上げます。 

 

記 

 

１．日 時：平成 31年 2月 8日（金）13：00～16：00（受付 12：30～） 

２．場 所：名古屋銀行協会 403号室   名古屋市中区丸の内 2-4-2 

３．定 員：50名（先着順） 1月 31日（木）申込締切 

４．受講料：FISC会員  無料 、 一般（非会員） 2,000円（消費税込） 

５．プログラム 

➢ 13：00 開始 

➢ 13：10～14：10 

金融機関によるセキュリティ対策における「検知」の高度化 

 講師：調査部 研究員 小林 聖典 

 

➢ 14:20～15:20 

金融機関における RPAの活用事例 

                                 講師：調査部 研究員 磯部 研一 

➢ 15：25～16：00 意見交換会 

講演内容を中心に簡単な意見交換を行う予定です。 

➢ 16：00 終了 

 

お申込方法：ホームページ（https://www.fisc.or.jp）の「イベント・セミナー一覧」からお申込み下さい。 

ホームページから、お申込みが出来ない場合はご連絡下さい。 

■問合せ先■   公益財団法人 金融情報システムセンター（FISC） 研修センター 

TEL：03-5542-6073  E-mail：kenshu@fisc.or.jp 

金融機関の情報セキュリティを脅かす攻撃内容は、年々高度化しています。そのような状況下では、

侵入を前提とした「対応」態勢の整備に加え、「対応」のトリガーとなる「検知」も重要です。 

本講義では、高度化する攻撃を踏まえた「検知」の重要性や手法について、金融機関の実際の取組

事例を交えて解説します。 

近年、業務の更なる効率化や生産性向上を目的として 、 RPA（ Robotic Process 

Automation）を活用した業務の自動化に注目が集まり、急速に普及しています。本講義では、

RPA の発展経緯や国内金融機関等における普及動向を概観し、取材先の金融機関における取組

事例を踏まえた、導入時及び運用時の留意点／課題への対策について解説します。 


